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1 はじめに

事例

平成７年に発生した「阪神・淡路大震災」では、道路・鉄道・電気・
ガス等都市基盤の崩壊や職員自身の被災から、発災直後は防災
関係機関の活動が十分に機能しませんでした。その一方で、隣近所
の多くの人が協力し合い、救助活動に参加して尊い命を守った事例
や、初期消火を行い延焼を防止した事例などが報告されています。

ご自身とご家族の身の安全を確保し、行政機関や防災組織の活動がスター
トするまでの間、私たち住民自身がやれることを考え迅速に取り組むことが重
要です。本マニュアルがその一助となれば幸いです。

1月1日午後4時10分ごろ、石川県能登半島で最大震度７の揺れを観測す
る地震が起きました。建物の倒壊や津波の被害、それに地盤の隆起も確認され
ています。まだ被害の全容はまだ明らかになっていません。近畿地方でも2018年
6月には、最大震度６弱を観測した大阪府高槻市付近を震源とする地震が発
生し、広範囲に及ぶ長期間の停電や交通機能のマヒなどの間接被害が社会活
動に大きな影響を及ぼしました。このように日本では、1995年（平成7年）の
兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）以降、平均すると、ほぼ毎年のように
震度６以上の地震が発生している計算にもなります。
このような大地震から自分や家族の命を守るためには、さまざまな災害発生に
備え、普段から十分な対策を講じておかなくてはなりません。しかし、ひとたび大地
震が発生すると、災害の拡大を防ぐためには、個人や家族の力だけでは限界が
あり、危険や困難を伴う場合があります。このような時、毎日顔を合わせている隣
近所の人達が集まって、互いに協力し合いながら、防災活動に組織的に取り組
むことが必要です。
災害発生時はもちろん、日頃から地域の皆さんが一緒になって地域活動や防
災活動に取り組むことが何より重要です。
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今後30年以内の発生確率が70～80％、発生すればマグニチュード8～9とさ
れる南海トラフ地震との関連で、近畿地方の内陸地震は活動期に入ったといわ
れ、京都市の地震被害想定では、桂地区で最大震度7の地震が想定されてい
ます。

◼ 京都市周辺の活断層

京都市周辺では、それぞれ8つの断層に起因して発生する地震と南海トラフ
地震に備えることが必要であると指摘されています。
特に桂坂学区では、樫原～水尾断層に起因して発生する地震による被害
予測が甚大です。

2 桂坂地区で想定される地震

地震に備えましょう
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◼ 樫原～水尾断層に起因して発生する地震の震度予測
（京都市Web版ハザードマップにて作図）

✓ 樫原断層は京都盆地西縁を限る西山断層系の最前縁に相当する逆断層で、盆地
西縁を限る西山断層、光明寺断層などと深部では一連の断層構造と考えられていま
す。

✓ 市街地の西部が震度6弱以上、西京区の広い地域と右京区、南区の一部、伏見区
の桂川沿いの一部が震度6強、西京区の断層付近で震度7となる地域があります。

✓ 西京区で 15,700 戸の全半壊家屋が発生すると予測されています。これは全市の全
半壊家屋のうち、72%を占めることになり、かなり集中した範囲で被害が発生することを
示しています。

＜各機関の連絡先＞

◆ 西京消防署 電話：392-6071
（洛西消防出張所：332-0683）
（火災・急病のとき：119）

◆ 西京警察署 電話：391-0110
（大枝交番：331-2896）
（犯罪・事故のとき：110）

◆ 京都市防災危機管理室 電話：222－3210
◆ 西京区役所洛西支所（地域力推進室 総務・防災担当） 電話：332-9185
◆ 上下水道局 電話：672-7770
◆ 西日本電信電話㈱ 電話：113
◆ 関西電力㈱ 電話：0800-777-8031
◆ 大阪ガス㈱ 電話：0120-819-424
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3 にれのき自主防災部

本地域においても『にれのき自主防災部』を設置し、万が一に備えるよう取り組
んでおります。しかし、大地震の際には計画どおりことが運ぶわけではないため、臨
機応変に弾力的な運用が求められます。ご自身とご家族の安全の確保が出来
たら自主防災組織の活動への協力もお願いいたします。

自主防災の必要性

自主防災活動の基本的な考え方

にれのき自主防災部では震度 5強 以上、または自治会長が必要と認めた
場合、防災部メンバーは自分の身の安全を確保した上で、災害情報の収集、
伝達、住民の安否確認活動を実施します。
但し、防災部担当者が全てを行うのではなく、住民と協力して分担しながら
活動できる体制を目指しています。

自治会長
自治会副会長

災害発生時には、自主防災組織を適切に指導し、率先して行動します。

地域の安全点検、防災知識の普及、防災資機材の整備、危険が予想さ
れる箇所や自力で避難することが困難な災害弱者の把握、防災訓練の指導
などを行い、日頃から住民の防災意識を高めることに努めます。

情 報 班
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●情報の収集及び伝達 ～情報は正確にすばやく伝達～
市町村や消防機関からの災害情報や指示を正確かつ迅速に伝え、自分の
地域の被害状況や避難状況をいち早く収集し、自主防災本部へ報告します。
なお、デマやパニックを防ぐため、不確かな情報は市町村や消防署、ラジオや
テレビで確認します。



消 火 班

救出救護班

避難誘導班

給食給水班
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●出火防止、初期消火
～火が出たらすぐ消火～
地震が発生したときに恐ろしいのは火災です。
自主防災組織では、日頃から地域ぐるみで
火を出さないように徹底させるとともに、火が出
たら速やかに消火活動を行います。

●救出救護 ～救出救護はすみやかに～
大きな災害が発生すると、建物の倒壊や落
下物などによって多くの負傷者が出ます。自主
防災組織では資機材を有効に使い、これらの
人の救出作業を行い、必要がある場合は消防
機関などに出動要請をします。また、負傷者の
応急手当を行い、医療機関や救護所に搬送
します。

●避難誘導 ～落ち着いてみんなで避難～
避難情報を地域内の住民に正確かつ迅速
に伝達し、混乱なく、安全に住民全員が避難
できるように避難場所へ誘導します。

●給食給水 ～水・食料はみんなでわけあって～
飲料水を確保し、食料品の救援物資のスムー
ズな受入れ、配給を行います。



地震発生時の対応手順

(1) 災害時の安否確認
地域の住民の安否を確認し、震災による家具転倒による挟まれやドア等が変
形し、居室内に閉じ込められてしまっている等、家の中で動けないような状態に
なっていないかを地域ぐるみで確認します。

✓ 班長は、あらかじめ振り分けた担当地区の安否確認イエローカード『無事』
の掲出状況の確認を行います。

✓ 安否確認イエローカード『無事』の掲出が無い世帯があれば訪問し、安否の
確認を行い、無事なことが確認できたら安否確認イエローカード『無事』を掲
出してもらい、安否の確認が取れなかった世帯を記録します。

✓ きさらぎ公園（峰ケ堂第一公園）で未確認世帯の情報を集約します。
✓ 安否の確認が取れなかった世帯については時間をおいて再度確認を行いま

す。
✓ ご自身で避難することが困難なお宅を事前に把握している場合は、安否確

認イエローカード『無事』の掲出がなく、且つ、呼びかけにも応答がないような
状況であれば警察等に相談します。

(2) 救助・消火活動
大地震が発生した場合、公的機関（消防・警察）の救助隊だけでは十分
な対応は難しく、地域内での助け合いが重要となります。
家が倒壊し、中に住民が取り残されている場合は、にれのき自治会館の倉庫
内にある資機材等を活用して救助活動を行います。

(3) 在宅避難者支援
避難する必要がなく、家に住むことができる世帯についてライフラインや物流
が復旧するまでの間、自治会としての支援を行います。
✓ 地域防災拠点等からの情報（物資、ライフライン等の状況）を掲示板

に掲示します。
✓ その他必要事項についての支援
各世帯において支援が必要なことが発生した場合は、可能な範囲での支
援を行います。

※

※「にれのき自治会館前」ならびに「峰ケ堂町3丁目バス停横」に掲示板を
設置しています。
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入居者数（世帯数） 負傷者数

1班 15
2班 17
3班 18
4班 16
5班 15
6班 20
7班 15
8班 22
9班 20

入居者数（世帯数） 負傷者数

10班 21
11班 21
12班 18
13班 18
14班 17
15班 22
16班 18
17班 29
18班 23

避難者数 在宅避難者数 負傷者数 火災件数 建物被害件数
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（令和５年３月現在）



地震発生に備えた準備

にれのき自治会内には緊急時に住民の安全と生命を守ることを目的として、
下記の防災資機材を設置しています。これらの資機材は、定期的な点検と整
備を通じて、緊急時に迅速に対応できる状態で設置されています。
また、これらの防災資機材は、訓練を通じて適切な使用方法や注意点を理
解することが重要になります。定期的に開催される防災訓練に参加のうえ防災
資機材の取り扱い方法の習熟に努めるようにしてください。
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区分 品名 数量

情報伝達用資機材 電池メガホン
大２（単一電池１０個/台）
小１（単二電池４個/台）

初期消火用資機材
消火器（各班に設置） １８

バケツ １０

救助用資機材

バール １
のこぎり ３（内１本は糸のこ）
スコップ 大１、小１
斧 １
つるはし ３（大１、小２）
なた １
鉄線はさみ １
ハンマー １
ロープ １
リヤカー １
ジャッキー １
担架 １
救急セット １
三角巾 １０

誘導ライト
大２（単二電池２個/台）
小３（単二電池２個/台）

避難生活用資機材

懐中電灯 ２（単一電池１個/台）
ランタン ３
ラジオ １
標旗 １
腕章 ３０
移動式炊飯器 １（プロパンガス用）
ガスコンロ １（プロパンガス用）
卓上カセットコンロ ３
燃料 ６（カセットコンロ用）
鍋 大２
保温用ポット ２
テント ５（うち２個はレジャーテント）
テーブルベンチセット ３
ビニールシート １０
非常用食料 ５０食（アルファ化米）
組立トイレ １
簡易トイレ １
発泡スチールボックス ５
マスク（５０枚入り） ４０
乾電池（予備） 単一２個、単二８個

（令和５年９月現在）



地震発生時の初期行動フローチャート

震度５強以上
地震発生！

① 非常持ち出し品を持って 隣近所に声を掛けあって
② ブレーカーを落としてガスの元栓を閉める 『 きさらぎ公園（地域の避難場所 ）』に集合
③ 玄関に無事なことを知らせる安否確認
イエローカード『無事』を掲出

【各班長】 『 きさらぎ公園（地域の集合場所 ）』に向かう前に担当地区
の安否状況を確認する

安否確認イエローカード『無
事』掲出がある
または
訪問により無事が確認できた

安否確認イエローカード
『無事』の掲出がなく応
答もない

時間をおいて再確認する。
※家が倒壊しているような場合は消防、警
察に通報及び、地域住民と共に防災備蓄
庫等の救助資機材で救出
火災が発生した場合は初期消火を実施

各班長は担当地区の安否状況を『 きさらぎ公園 』で自治会長に報告する
※自治会長は、班長が不在等で安否状況の報告の無い地区に対しては、
代役の確認者を指名し、安否確認未実施の地区の安否確認を行う

しばらく地震の様子を伺い、余震等に注意しながら自宅の様子を確認しに行く
※地域内で家屋倒壊や火災が発生している場合は救助・消火活動を行う

自宅に住むことができる 自宅が倒壊したまたは倒壊の恐れがある
など自宅に住むことが困難

自宅で様子を見る
※在宅避難者の支援
・地域防災拠点等からの情報を提供
・その他必要事項についての支援等

『指定避難場所（桂坂小学校）』等に非常持ち出し
品等を持って避難する
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4 地震発生時の避難・対応

安否確認イエローカード『無事』の掲出
各戸は、震度5強以上の地震があった場合は安否確認イエローカード『無事』を玄
関、門扉に掲出し、地域の集合場所（きさらぎ公園）に避難します。
※自宅が安全な状態で避難する必要がないと自身で判断できた場合は安否確認イエ
ローカード『無事』を玄関、門扉に掲出し、自宅で様子をみます。

 安否確認イエローカード『無事』の保
管場所を決め、いざという時に使用
できるようにしていただく事が重要にな
ります。

 無くした場合は、新たに配布できます
ので班長へ依頼してください。

家の中にいる者は

無事
＊災害発生時には玄関の外側に貼って下さい

にれのき自治会

地震発生時は、まず自分の身の安全を確保することから始まり、地域住民同
士で協力して災害に対応することになります。
被害を最小限にとどめるために、住民一人ひとりが、地震発生時における一連
の行動を理解しておきましょう。

０．日頃の備え

地震発生

１．自分の身の安全確保・家族の安否確認

２．出火防止措置

３．安否確認イエローカード『無事』の掲出

５．にれのき自主防災部で情報共有（カード掲出状況を各班で集計）

６．にれのき自主防災部と住民が協力のうえ消火・救出・救護活動

４．地域の集合場所（きさらぎ公園）へ

７．指定避難場所（桂坂小学校）へ移動
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きさらぎ公園（峰ケ堂第一公園）

桂坂小学校

桂坂

※

※

※自主防災会本部は桂坂学区自治連合会本部により設置されます。
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ドアを開けて出口の確保

わが身と家族の身の安全

揺れがおさまったら火の始末
火が出たら落ち着いてすばやく消火

あわてて外に飛び出すな

身を屈め頭を保護し、危険から離れろ

ドアを開けて出口の確保

リーダーの指示に従って行動を

避難は徒歩で、持ち物は最小限に

デマで動くな。正しい情報で行動
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5 地震に対する準備
防災対策には、十分と絶対大丈夫というものはありません。一人ひとりが自分
の身にどのような危険が及ぶのかを知り、その被害をできるだけ少なくするために
何をすればいいのかを考え、今できることを、今すぐ実行しましょう。

家具等の転倒防止対策

✓ 家具が転倒しないよう、家具は壁に固定しましょう
✓ 寝室や子ども部屋には、できるだけ家具を置かないようにしましょう。置く場合も、なるべく背

の低い家具にするとともに、倒れた時に出入り口をふさいだりしないよう、家具の向きや配置
を工夫しましょう

✓ 手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう

地震火災の防止対策
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備 蓄 食 料 品

平常時から災害に備えて各家庭において概ね3日分以上の食料や水、生活必需品などを
備えておきましょう。

非常持ち出し袋
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「LINE」は、東日本大震災で大切な人と連絡が取れなかった経験を元に、スマートフォンで大
切な人とつながるコミュニケーションアプリとして生まれました。災害などの緊急時に“ホットライン”と
しても活用できる機能を備えています。
また、「防災アプリ」をスマホに入れておくことで、緊急時でも慌てず対応できます。
防災アプリには避難所のマップやハザードマップ、災害時に必要なもののチェックリストなど、さまざ
まな項目が載っていて便利です。
「無料防災アプリ」を選んでおくといざという時に役立ちます。

【LINE】

自分の住む地域をLINEに
登録すると、その地域の災害
情報をLINEのトークで受け取
ることができます。
「Yahoo!防災速報」と連携
し、「避難情報」「地震情報」
「津波予報」「気象警報」など
9つの防災速報に対応。

※防災速報は「LINE スマート通知」LINE公式アカウントを友だち追加
することで受け取れます。

[LINEアプリで受信設定をする]ボタン＞[防災情報]をタップ。受け取り
たい防災情報を設定しましょう。

震度6以上などの大規模な災害が起こった際に、ホームタブに赤枠の「LINE安否確認」が出
現します。タップするだけで友だちに状況を共有することができます。
※こちらの機能はLINEのバージョンiOS／Android 12.2.0以降で利用できます

「安否確認」で安否を知らせる/知る

１．[安否を報告]をタップ。

２．[無事]または[被害あり]
から安否状況を選択し、より
詳細な状況を伝えたい場合は
文章を入力または候補の文
章をタップして友だちに[安否を
報告]しましょう。

自分の地域の防災速報を受け取る

防災アプリの活用
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【Yahoo防災速報】

さまざまな防災情報を迅速に
プッシュ通知します。
早め早めの行動判断をサポー
トするアプリです。
防災で一番大切な普段の備
えから災害で困ったときに役に立
つ情報が幅広く掲載されていま
す。

○最新ニュースや災害情報をいち早くお届け。
○速報や災害・避難情報をプッシュ通知でも。
○マップ上で雨雲や台風、河川情報をチェック。
○さまざまなライブ配信も。
○NHKの公式アプリです

【NHK ニュース・防災】

参考資料

1）消防庁地震防災マニュアル
2）京都市自主防災部活動ファイル
3）京都市避難所運営マニュアル
4）京都府自主防災ハンドブック
5）京都大学地震対応マニュアル
6）自主防災組織とは（新潟県村上市作成）
7）西京区 地震ハザードマップ
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